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試　験　実　施　概　要

1　表　　　題

　　　　ロ　　　2一フロパノールのオオミジンコ（D卯加∫α㎜8πα）に対する繁殖阻害試験

2　試験目的
　　　2一プロパノールについて・オオミジンコ（D4功吻〃！偲ηα）に対する繁殖阻害試験

　　を21日間行い・繁殖状態に及ぼす最小作用濃度（LOECr）と最大無作用濃度

　　（NOECr）を求め・できる限り産仔数を50％減少させると算定される濃度（50％繁殖

　　阻害濃度：ErC50）を求める。

3　試験方法
　　　本試験は・・ECD化学品テストガイドラインN・2・3rミジンコ類、急性遊泳

　　阻害試験及び繁殖試験」（1984年4月採択）の改訂版であるガイドラインNo．211

　　rオオミジンコ繁殖試験」（1997年4月提案）に準拠した。

4　適用G　LP

　　　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7’年9月

　　26日）に準拠した。

者
：
：

託
称
所

委験
名
住

試5

環境庁

（〒100－0013）東京都千代田区霞が関1．2．2

6　試験受託者

　　　名　称：

　　　住　所：

財団法人　化学品検査協会

（〒136－0071）東京都江東区亀戸5．6－21

7 試験施設
　名　称：　化学品安全センター　久留米研究所

　住　所：　（〒830－0023）福岡県久留米市中央町19．14

　運営管理者．
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8　試験関係者

　　　試験責任者

試験担当者

　生物試験担当

　分　析　担　当

試資料管理部門責任者

9　最終報告書の作成

lq？8年ヰ月Z∠ト日

試験責任者

10　試験期間
　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

氏名

1997年12月22日

1998年4月24日
1998年1月26日～1998年 2月16日・

11　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終報告書

　　作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米研究所の

　　保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議のうえ決定

　　する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

試験委託者

　環境庁

表　　　題

　2一プロパノールのオオミジンコ（D4画痂“2α8ηo）に対する繁殖阻害試験

試験番号

　91918

試験方法
　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳阻害

試験及び繁殖試験」（1984年4月採択）の改訂版であるガイドラインNo．211「オオミジンコ

繁殖試験」（1997年4月提案）に準拠して実施した。
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被験物質：　2・プロパノール

試験生物：　オオミジンコ（D4ρh血胸8πα）

生物数：　20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）

暴露期間：　21日間

暴露方式：　半止水式（1日1回、試験液を交換）

試験濃度：　100、3L6及び10．Omg／L（公比：価）及び対照区

連　数：1試験区に付き4連

試験液量：　1容器（1連）に付き約730mL

試験水温：　20±1℃

照　　明：　16時間明（1，2001ux以下）／8時間暗

試験液中の被験物質の分析：　ガスクロマトグラフィー（GC）

　　　　　　　　　　　　　　（0・1、8、9、17及び18日目）

果

21日間の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）

　＞100mg／L

21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）

　＞100mg几

最大無作用濃度（NOECr）

　≧100mg几

最小作用濃度（LOECr）

　＞100mg几
　（上記濃度は・全て設定値に基づく値）

　　　　　　　　　　　　　　　一1一
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1　被験物質
　　　本報告書において2一プロパノールは、次の名称及び品質等を有するものとする。

　　被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等によった・

L1名称、構造式及び物理化学的性状

　1）　名　　　称：　2・プロパノール

　　　　　　　　　　（CAS番号　67－63・0）

　2）　構　造　式：

　　　　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　H3C－C－CH3
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　0H

）
）
）
）
）
）
）
）
）

3
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1

12）

13）

式
量
観
性

子
子
　
定

分
分
外
安

C凸0
60．10

無色澄明の液体η

不明

1一オクタノール／水分配係数（10gP）：　0．05η

pKa　　　：不明
水への溶解度：　10％以上章3

蒸気圧：33mmHg（20℃）ワ
純度及び不純物：　エ00．0％（㏄ジ1

　　　　　　　　　水分　0．01％’1

　　　　　　　　　不揮発物　0．001％以下η

　　　　　　　　　酸（C2H5COOHとして）0．002％以下’1

ロット番号：TPL7310

供　給　者：

情　報　源

　＊1：供給者提供の添付資料

　＊2：化学物質安全情報研究会編r化学物質安全性データブック」（オーム社）

　　　　1994．

　＊3：Ha刎dous　Substances　Data　Bank（HSDB），US．Natlonal　Library　of　Medicine

　　　　（1995）．

一2軸
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1．2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2　試験生物
　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（1）4ρ加∫α脚8no）の幼体を用いた。

　　　本種は・英国Shef且eld大学（所在地；Sheffield　SIO2UQ，United　Kingdom）より

　　分譲されたものものを、当研究所において継代飼育しているものである。また、

　　基準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級、和光純薬工業株式会社）の48時間

　　EiC50は0、141mg∠しであった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　継代飼育している2～4週令のミジンコを試験生物の親とした。成熟し幼体を

生むようになったら少なくとも、試験前日に幼体を除去した。但し、死亡個体

の多いバッチ、休眠卵や雄が生じたバッチのミジンコは使用しなかった。

）
）
）
）
）

1
2
3
4
5

飼育水：

飼育密度：

水　　温：

照　　明：

餌　　　：

6）　給餌量：

希釈水（3．2参照）

10～30頭／800mL飼育水

20±1℃

室内光、16時間明／8時間暗

単細胞緑藻類（Chlor811αvμ18αrfs）

藻類培養液を遠心操作により、希釈水に置換して給餌した。

ミジンコ1頭当たりChlorε〃。　vμ18αrf5を0、1～0．2mgC（有機炭素

含量）／日の割合で与えた。この範囲でミジンコの成育段階に

応じて段階的に餌の量を変えて与えた。

・3一
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3　試験方法
3．1試験条件

　1）　暴露方式：

2）’

3
）

4
）

5
）

6
）

7
）

8
）

暴露期間：

連　　数：

生物数：
言式験液量：

試験水温：

照　　明：

給餌量：

被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は密閉式で、1日に1回試験液を交換する半止水式で行った。

21日間

1試験区に付き4連

20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）一

1容器（1連）に付き約730mL

20±1℃

室内光、16時間明（1，2001ux以下）／8時間暗

ミジンコ1頭当たりCみZorε1Zαvμ18αrオ5を0．1～0．2mgC（有機炭素

含量）／日の割合で与えた。

3．2希　釈　水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した・希釈水使用時にはオルトトリジン法によって残留

　　塩素濃度が0．02mg∠L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3　試験容器及び恒温槽等

1）　試験容器：

2）　恒　温　槽：

　　水　温　計：

　　pH計　　　：

　　溶存酸素計．

　　硬　　　度：

3
）

4
）

5
）

6
）

　1，000mL容のガラス製容器（外径10．Ocm、高さ12．Ocm）に時計皿

　を用いて密閉容器とした。

　加温冷却機によって試験容器内の水温を20±1℃に維持する

　恒温槽を用いた。

　検定済ガラス製棒状温度計

　ガラス電極式水素イオン濃度計HM－14P型（東亜電波工業）

・　溶存酸素計58型（YeHowSp血gsInstmment　Co．，hlc．）

　EDTA滴定法

3．4試験濃度の設定

　　　急性遊泳阻害試験の結果である48時間EiC50（＞1，000mg／彩）及び本試験に先立ち

　　行った予備試験の結果から、試験濃度は100mg／Lを最高濃度として公比五δで

　　3濃度区（100、31．6及び10．O　mg伍）を決定した。対照には希釈水のみの対照区を

　　設けた。

一4一
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3．5　試験液の調製

　　　各濃度区毎に必要量の被験物質を希釈水に添加し〔密度（0．786g／mL）換算し、

　　容量で添加〕、マグネティックスターラーを用いて撹拌を行い、希釈水に溶解

　　して各試験容器に分割した．

3．6試験液の分析

　　　全試験区（但し、各1試験容器）について、暴露期間中に6回（換水前後のものを

　　3回繰り返し）の頻度で採取し、換水前のものについては遠心分離（3，000rpmで

　　10分間）をして餌を除いた後、そのまま若しくは希釈してGCにより分析した。

　　試験液の分析に際しては、標準溶液（濃度49．9mg／L）の測定を行い、そのピーク

　　面積比から定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　　　試験液の水温、溶存酸素濃度、pH及び硬度を測定後、試験生物を投入し、その

　　時点を暴露開始時とした。先端が比較的広口のガラスピペットを用いて試験生物

　　を投入した。その際、試験液量に対して、ピペット内の飼育水は全量で1％以内

　　を目安とした。その後、換水毎にミジンコを新しい試験液に移しかえ、21日目

　　まで飼育した。暴露期間中は毎日一定量の給餌を行った（3．1参照）。

・ミジンコの観察：

　　（親ミジンコ）

（産出幼体）

・水　質　測　定1

毎日、生存数、遊泳阻害数、大きさと状態を対照区と比較して

観察した。死亡した親ミジンコは計数後に取り除いた。

毎日、幼体の生死の数及び休眠卵の発生等について観察した。

計数後の幼体は取り除いた。最初の幼体産出日を記録した。

水温、溶存酸素濃度、pH及び硬度を全試験区（但し、各1試験

容器）について、暴露期間中に6回（換水前後のものを3回繰り

返し）の頻度で測定した。

3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、JISZ8202－1985参考3規則Bによった。
、

一5一
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4　結果の算出

　　　得られたデータを基に以下3項目の結果を算出した。結果の算出には、被験

　　物質の測定濃度が設定値の±20％以内であったので設定濃度を用いた。

4．1親ミジンコの半数致死濃度（LC50）の算出

　　　各濃度区での親ミジンコの死亡数と供試個体数（20頭）を用いて、14及び21日目

　　の半数致死濃度（LC50）を算出した。

4250％繁殖阻害濃度（ErC50）の算出

　　　累積産仔数の算出

　　　　各試験容器の親1頭当たりの暴露期間中の累積産仔数（TF）及び平均累積

　　　産仔数（TF）を以下の式より求めた。

　　　　肥　　2×Fη
π寓 �oη一1＋Pπ

ここで、

n　：幼体観察回数

Fn：n回目の幼体数（但し、生存幼体）

Pη：暴露開始後π回目の観察時の親の数

Pn－1：π・1回目の親の数

PO：最初に幼体を観察した日の前日の親の数

ηε：最終観察回

（但し、Pn－1＋Pηが0の場合は、無視した。）

　　　　ぬ
＿Σππ
　TF営」回し一一

　　　　　溺
ここで、

n　：試験容器数

TFη：各試験容器の累積産仔数

規　：試験区当たりの系列数（4）

ErC50の算出

　14及び21日目の50％繁殖阻害濃度（ErC50）を算出した。但し、供試個体数に

対照区の平均累積産仔数を、生存数に各濃度区での平均累積産仔数を適用して

計算した。

一6一



Test　No．91918

43　最大無作用濃度（NOECr）及び最小作用濃度（LOECr）

　　　4．2に示した方法で算出した各試験容器毎の親1頭当たりの累積産仔数に

　　ついて、Bartlett法による等分散検定を行った後、各濃度区と対照区との有意差

　　の有無を一元配置分散分析により求めた。この結果に初産日の検定結果及び観察

　　された親並びに産出幼体の状態等も含めて・最大無作用濃度CNOECr）及び最小

　　作用濃度（LOECr）を決定した。

5　結果及び考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　試験液調製時の被験物質の測定濃度の設定値に対する割合は90．1～103％、1日

　　後（換水前）で84．2～101％であった。いずれの測定値もほぼ設定どおりであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．10），付属資料一2］

5．3ミジンコの観察結果

　　　親ミジンコの死亡数及び死亡率

　　　　対照区での親ミジンコの累積死亡率は暴露終了時で10％であり、試験成立

　　　条件である20％以下の基準を満たした。

　　　　死亡は全濃度区でみられ、暴露終了時の累積死亡率は5～20％であり、対照

　　　区と統計的に有意差はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（統計的方法：Kmskal－Wanisの順位和検定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（p．11），Figure1（p．20），付属資料一3］
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初　産　日

　対照区での親ミジンコの初産日は平均8．5日であった。

　10・O　mg几区での初産日は平均8．8日、31．6及び100mg／しでの初産日は平均9日

であり、対照区と有意差はなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　（統計的方法：Kruska1－Wallisの順位和検定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（P．12）］

平均累積産仔数

　対照区での親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数は92頭であり、試験成立

条件である60頭の基準を満たした。

　10・0・3L6及び100mg／L区での親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数はそれ

ぞれ100、96及び101頭であり、対照区と有意差はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（統計的方法：一元配置分散分析）

　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．13），Figure2（p．21），付属資料一3］

親ミジンコの大きさと状態

　すべての濃度区において、死亡に至る個体を除き対照区と比較して大きさや

状態に違いはみられなかった。

休眠卵の発生等

　暴露期間中、休眠1卵の発生はいずれの試験区でもみられなかった。

　落下卵はいずれの試験区でも観察され、試験区間で差はほとんどなかった。

5、4親ミジンコの50％致死濃度（LC50）

　　　設定濃度に基づいて算出した14及び21日間の親ミジンコの50％致死濃度

　　（LC50）は共に＞100mg／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5（P．14）］

55　50％繁殖阻害濃度（ErC50）

　　　設定濃度に基づいて算出した14及び21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）は共に

＞100mg／しであった。

［Table6（p．14）］
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Test　No．91918

5．6繁殖に及ぼす最大無作用濃度（NOECr）及び最小作用濃度（LOECr）

　　　親ミジンコの繁殖に及ぼす21日間の最大無作用濃度（NOECr）は≧100mg／しで

　　あり、最小作用濃度（LOECr）は〉100mg／しであった。

　　　（上記濃度は、全て設定濃度を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（統計的方法：一元配置分散分析）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table7（p．15）］

5．7試験液の水温、溶存酸素濃度、pH及び硬度

　　　暴露期間中に測定した水温は20．1～20．6℃であり、20±1℃の範囲であった。

　　溶存酸素濃度は7．6～9．O　mg／しであり、飽和溶存酸素濃度の60％以上であった

　　（20．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．84mg∠L）。pHは7．3～8．0であり、変動は1以下で

　　あった。硬度は36．4～41．6mgCaCO3／しであった。

　　　以上のことから、水温、溶存酸素濃度、pH及び硬度については、ミジンコの

　　生育条件としては適切な範囲であったと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table8～11（p．16～19）］

5．8試験液の状態

　　　試験液調製時には無色透明であり、換水前ではクロレラを給餌したことにより

　　淡緑色を呈していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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Table1． C・ncentrati・ns・f2－pr・P㎝・1血repr・ducti・ntestus血9

D4ρhπ如吻α9παunder　semi－static　conditions

　　Nominal

COnCentrat10n

　　（m　）

Measuredconcentration（m処）
　　　Percenta　e　of　no血a1

0．da　a） 1．（ia　b） 8『da　a） 9－da　b）

Contro1 n．d． n．d． n．d． n．d．

10．0 9．58

勲・昼）．．

9．62

．工2豆m…

9．01

（2Ω二Ω．

8．42

31。6 30．4

．（2亜：2ユ．．

30．0

．（2在二2）．

29．8

（2垂二身）

．．（§4：21

29．7

100 つ
」
つ
」0
0

ブ
⊥
て
⊥

「
⊥
ゴ
⊥0
0
1
1

Ω
U
8
6
6

Q
／
Q
ノ

．葉皇4Ω．

つ
」
3
8
8

n
ソ
∩
ソ

Table1．　（continued）

　　NominaI
concentratlon

　　（mgル

Measuredconcentration（mg／L）Time－weighted

　　　Percenta　e　ofnominal　　　　me㎝c）

17督da　a） 18．da　b） （mg／L）

Control n．d． n．d．

10．0 9．89

鰹：21．

9．19

撫：2》．．

9．28

31．6 30．8

．（2z，益1

29．8

．（2在：勲．

．工22＝凱…

30．1

100
0
』
9
9

9
“
り 2

2
8
8

9
“
ソ

（2互二勲．．．

5
5
9
9
9
9n．d．：く624m以L

a）freshsolutions

b）expired　solutions

c）The　values　are　expressed　as　time－weighted　means　calculated

　　by　the£0110wing　equation：

｛1（C・一C・）／（1nC・一lnC・）＋1（C8－Cg）／（1nC8－1nCg）＋1（C、7－C、8）／（1nC17－1nC18）｝〆3

　　where

　　　Cx：the　measured　concentration　at　x－day

　　　lnC、：the　natural　logad㎞of　Cx．
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Table2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91918

Cumulative　number　ofdead　parenta11）4ρん漉αdu血g　exposure　to2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg几

Exposure　time（day）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Contro1

’iδ1δ’

’ヨfl乙”

　　0　　　0　　　0　　　0

．‘．．91．．⊆．曾．．．≦．．91．．．⊆．9）．．

　　0　　　0　　　0　　　0

三．．勲．．≦9≧．．．≦…91．．玉．9≧．

　　0　　　0

．、⊆．9）．．≦．．9．．

　　0　　　0

二9）．．．玉．．Ω）．．

　　0

、⊆．勲．

　　0

⊆．9．

　　0

．．1…9≧．

　　0

．1．．9≧柄

　　0

．‘．91．．

　　0

．三91

　　0　　　0

．⊆Ω．．三．Ω1．

閣iδδ”

　　0　　　0　　　0　　　0

．三．．勲．．．⊆．勲．．．≦．．．91．．。⊆，9．

　　0

．⊆．．9≧．

　　0

．三．．91．．＿

　　0

⊆．Ω．

　　0

．≦…9≧

　　0

．≦．勲．．

　　0　　　0

．⊆勲．．≦．9！

　　0　　　0　　　0　　　0

（0）（0）（0）（0）

　　0　　　0

（0）（0）

　　1

（5。0）

　　1

（5．0）
　
）1
0

　
5

　
（

　　0　　　0

．⊆．勉．．．≦．．91．．

　　1　　　1

（5、0）（5。0）

Table2． （continued）

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg／L）

Exposure　t㎞e（day）

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20　　21
Contro1

●1石1δ一

’ぎfl召”

　　0　　　0　　　0　　　0

．二．．勲．．．．1．．9）．．．≦…9．．．三熱．．

　　0　　　0　　　0　　　0

．1．．91．．．⊆．勲．．．≦…9≧．．．歪．．勲．

　　0

．⊆．．91．．

　　0

．≦．勲．．

　　0　　　0

．．⊆．．9≧．＿．工．．勲．、

　　0

⊆．9＿．…．．

　　0

（9！

　　　1

．．鯉≧．

　　　1　　　1

．≦乏Ω．一鯉≧．．．．．

　　　1　　　2

．≦鋤．．1三9二9）．．

’iδδ”

　　0　　　0　　　0　　　0

．玉．勲．．．．⊆．．黛．．．≦．．．91．．《．．9）．．

　　1　　　1

⊆条：㊤一鯉1．．

　　　1

二1条1勲．．…．

　　1　　　1　　　1

1豆二91．．．．．≦互：勉一．喪棄二91．

　　1　　　1　　　1　　　1

（5．0）（5．0）（5．0）（5．0）

　　1　　　1

（5．0）（5．0）

　　1

（5．0）

　　1　　　2　　　2　　　4

（§・9思9二9）．工盈9・9．鯉二9）．．

　　1

（5．0）

　　1　　　2　　　2

（5・0）（10．0）（10．0）

The　values　in　parentheses　express　mortality（％）of　D4phn如
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Table3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91918

Ti血e（days）requiredt・血stbr・・dpr・ducti・nduhngexp・suret・2pr。P鋤。1

　　Nominal

cOnCentratiOn

　　（mg／L）

Vessel　No．
Mean

1 2 3 4

Contro1 8 9 9 8 8．5

10．0 9 9 8 9 8．8

31．6 9 9 9 9 9．0

100 9 9 9 9 9．0
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Test　No．91918

Table4． Meancumulativenumberof　juveniles　producedper　adult（ΣFl／P）

during　exposure　to2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m

Exposure　t㎞e（day）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ControI 0 0 0 0 0 0 0 0 1．7 10．7　　16．1

10．0 0 0 0 0 0 0 0 0　　0．8 14．6　　16．5

31．6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13．2　　16．3

100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14．1　　15．9

Table4．　（continued）

　　Nominal

cOncentratiOn

　　（mg／L）

Exposure　time（day）

11　　　12　　　13　　　14 15　　　16　　　17　　　18　　　19 20　　21

Contro1 18．0　　32．2　　40．0　　44．0　　48．9　　69．5　　73．3　　75．7　　89．2　　91．4　　92．2

10、0 17．6　　41．5　　43．7　　45．4　　69．0　　76．7　　76．7　　80．4　　99．8　　99．8 100

31．6 16．3　　39．5　　44．5　　44．5　　64．5　　71．0　　71．0　　7318　　95．8　　95．8　　95．9

100 15．9　　42．9　　44．9　　44．9　　66．7　　79．1　　79．1　　83．8 101 101　101
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Table5． CalculatedLw50values・f2－pr・pm・1£・rp訂ent田Dゆh吻

based　on　no㎜al　concen往ations

Exposure

　　time

（day

LC50

m

　　95－Percent

confi（ience　lhnits

　　　　m

Statis廿cal

method

14 ＞100

21 ＞100

Table6． Calculated　ErC50values　of2－propanol　for　inhibition　of

reproduction　based　on　nom血al　concentrations

Exposure

　　time

（day）

ErC50

（m　）

　　95－Percent

con且dence1血its
　　　　（mg伍

StatisticaI

method

14 ＞100

21 ＞100
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Test　No．91918

Table7． Signi且cance　test　of　diiヨ…erence　be柳een血e　mean　cumulative且umbers　of

juvenilespr・ducedperadultinc・n捻olandtestvesselsぬer21days

exposure　to2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg犀

Vessel　No．
Mean S．D．

1 2 3 4
Signi負cant

difference

Contro1 100 80 87 102 92 10．4

10．0 89 101 104 108 100 8．4

31．6 102 105 76 101 96 13．6

100 101 107 102 94 101 5．4
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Table8． Temperature　oftest　solutions　during21－dayD4ρhη如reproduction　test

to2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

Temperature

　　　　。C

0－day 1－day 8－day 9－day 17－day 18－day
Contro1 new 20．6 20．1 20．5

01d 20．3 20．5 20．6

10．0 new 20．6 20．1 20．5

01d 20．3 20．5 20．6

31．6 new 20．6 20．1 20．5

01d 20．3 20．5 20．6

100 new 20．6 20．1 20．5

01d 20．3 20．5 20．6

new：freshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　after24hours
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Test　No．91918

Table9． Dissolved　oxygen　concentrations　of　test　solutions　dunng21－day

D卯hn三αreproductiontestto2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　　（mg／L

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　　m　）

0－day 1－day 8－day 9一（iay 17－da 18－day

Contro1 new 8．8 8．8 8．6

01d 9．0 8．6 8．0

10．0 new 8．8 8．8 8，6

01d 9．0 8．1 7．6

31．6 new 8．8 8．8 8．6

01d 9．0 8．2 7．6

100 new 8．8 8．8 8．6

01d 9．0 8．1 7．7

new：freshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　after24hours

一17一



Test　No．91918

Table10． pHvalues・ftestsoluti・nsduring21－dayD鋤nεαrepr・ducti・ntest

to2－propanol

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m

pH

0－day 1－day 8－day 9一（iay 17－day 18－day
Control new 7．4 7．8 8．0

01d 7．7 7．6 7．4

10．0 new 7．5 7．8 7．8

01d 7．7 7．5 7．3

31．6 new 7．5 7．8 7．8

01d 7．7 7．5 7．3

100 new 7．5 7．8 7．8

01d 7．7 7．5 7．4

new：freshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　after24hours
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Table11． Total　hardness　of　test　solutions　dur血g21－day　D叩ん雇αreproduction　test

to2－propano1

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg匹

Total　hardness

（mgCaCO3／L）

0－day 1－day 8－day 9－day 17－day 18－day

Contro1 new 37．4 40．8 37．4

01d 37．2 40．4 38．0

10．0 new 37．0 40．2 37．4

01d 37．0 40．4 38．0

31．6 new 36．4 40．4 38．0

01d 36．8 41．0 37．8

100 new 36．4 41．2 36．6

01d 36．8 41．6 37．8

new：freshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　after24hours
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希釈水の水質

　（全2頁）



Appendix1．

Parameter

pH

COD　　　　　　　（mg／L）

Coliform　group　bacteゴa

　　　　　　　　　　　（MPN／100mL）

Total　phosphonls

Total　mercury

Copper

Cadmium

Zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Total　chromium

Manganese

Tin

hon

Cyanide

Free　chlorine

Bromide　ion

Fluoride

Sulfide　ion

Ammonia　nitrogen

Arsenic

Selenium

Evaporation　residue

Electric　conductivity

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg匹）

（mg伍）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mμ）

（mg／L）

（mg／L）

（m幽
（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

郎／cm）

Total　hardness（as　CaCO3）

組kalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

（mg／L）

（mμ）

（mg／L）

（m処）

（mg／L）

（m処）

Waterqualityofdilutionwater

Concentration

1997．Au．21

7．6

重く0．5

　0

4

0
、
。
・
・
．
・
・
…
3
・
・
…
。
・
・
6
8
5

∩
…
ゴ
4
オ
4
一
思
コ
謡
ゴ
」
n
コ
過
コ
4
撤
回
ゴ
d
1
4
α

O
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
O
n
n
n
n
n
n
n
几
1
1
4

29．0

10．2

2．92

10．4

3．52
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Lower　limit

of　detecdon

5

0
5
5
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
2

0
0
0
1
0
　
1
2
1
　
1
　
1
　
5
　
1
0
0

0
0
0
0
0
ユ
O
O
O
5
n
ユ
n
…
ユ
ユ
ユ
O
n
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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Appendix　L（continued）

Paralneter Concen丘ation

1997．Au、21
Lowed㎞it
ofdetection

1，2－Dichloropropane

Diazinon

Isoxathion

Fenitrothion（M巳P）

Isoprothiolane

Oxine　cupper

Chlorothaloni1（TPN）

Propyzamide

EPN

Dichlorvos（DDVP）

Fenobucarb（BPMC）

Iprobenfos（工BP）

Chlomitrofen（CNP）

Thiram

Simazine（CAT）

Thiobencarb

PCB

幽
幽
幽
幽
幽
幽
幽
幽
四
四
四
四
四
幽
⑳
幽
幽

⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
＠
⑰
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪
⑪

誠
意
五
辻
恩
且
辻
恩
恩
且
恩
恩
恩
紙
冠
恩
乱

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

0．006

0．0005

0．0008

0．0003

0．004

0．004

0．004

0．0008

0．0006

0．001

0．002

0．0008

0．0005

0．0006

0．0003

0．002

0．0005

n．d．　not　detected
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付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　　（全6頁）
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試　　験　　名

被験物質物質名

ミジンコ繁殖阻害試験

2一プロパノール

1）　試験液の分析方法

　（1）試験液の前処理操作

　　　　採水した溶液は・以下のフロースキームに従いヘッドスペース．ガスクロ

　　　マトグラフィー（HS心C）によって分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取　必要量　（ピペット・、

　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←希釈水　必要量　（8mLより分取量を

　　　　　差し引いた量）（ピペット＊）

←ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　（微量体積計＊）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

申エッペンドルフ社製

　HS－GC試料中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

（2）被験物質溶液の調製

　　　被験物質127μL［99．8mg＝127μDく0．7869／mL（密度）1をマイクロシリンジで

　　分取し・ジメチルホルムアミド（DM1うに溶解して3，990mg／しの被験物質溶液

　　を調製した。これをDMFで希釈して998mg／しの被験物質溶液を調製した。

（3）標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。20mL容バイアルビンに希釈水8mLを添加し、これに3，ggO

　　mg／しの被験物質溶液を100μL、更にDMF含有量が25％になるようにDMFを

　　添加した後、直ちにアルミキャップシールを行い、49．9mg／しの標準溶液と

　　した。
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2
）
定量条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　機　 器PERKINELMERHeadSpaceSamplerHS40
　　　　　　　　　　PERKINELMER製

サンプル加熱温度

二一ドル温度
トランスファー温度

注　入　時　間

加　熱　時　間

90℃

140℃

150℃

0．08分

30分

ガスクロマトグラフ条件

　　機器ガスクロマトグラフ
　　　　　　　　　　HEWLEコロ［PACKARD製

　検　出　器

カ　　ラ　　ム

　液　　　　相

　カラム温度

　昇温速度
試料導入部温度

検出器温度
スプリット比

キャリアーガス

　
　
　
検
記

水
空
感

素
気
度
器
計

　
　
　
出
録

　　　　　　　　　　　HP5890Series－H

水素炎イオン化検出器（FID）

50m×0．25mm

NeutraBond4　膜厚L5μm

40℃（1min）→170℃（1min）

10℃／min

200℃

250℃

1：75

ヘリウム150kpa

2．2Kg／cm2

2．8Kg／cm2

レンジ20、1V／FS

ATTEN26

3）　検量線の作成

　　　（3）の標準溶液の調製と同様にして25．0、49．9及び99．8mg／しの標準溶液を

　　調製した。また、998mg／しの被験物質溶液より624mg几の標準溶液を調製

　　した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得られたそれぞれの

　　クロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成した。
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Calibration　curve　of2－propanol　by　GC　analysis．
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Calibration　curve　of2－propanol　by　GC　analysis．

Example　of　chromatogram、

（stand肛dsolutionof49、9mg几，0－day）

Example　of　chromatogram．

（fresh　test　solution　of3L6mガL　as　nominal　concentration，

0－day）

Example　ofchromatogram．

（丘eshtestsolutionofcontrol，0－day）

Example　of　chromatogmm．

（standard　solution　of49．9mg傷1－day）

Example　ofchlomatogra皿．

（expiredtestsolution・f31、6mg／Lasn面nalconcenαation，

1－day）

Example　ofchromatogram．

（expiredtestsolutionofcontrol，1－day）
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Example　ofchromatogram．

（standard　solution　of49、9mgL，1－day）
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　30
min



Test　No．91918

＊＊＊　クロマトク・ラム　宰掌零

　　　　口v

40

20

0

暴
標
露　囎　始　時
準午9・r叩ノL

5． 02

0

Figure2－1．

　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

Example　of　chromatogram．
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ミジンコの観察結果

　　（全4頁）



Test　No．91918

Appendix3－L Result　of　reproduction　test
　　　　　　　　　　　　Nominal　concen乾ration：ControI

Time

叩
αR
N

Counts 1！27　　1／28　　1129　　1130　　1！31 2！1 2！2 213 2！4 2！5 2／6 2〃 2／8 2192！1021112！12211321142／152116
Tota1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14　　　15　　　16　　　17 18　　　19　　　20　　　21

Pgeneration Live

Dead
ご
」
0
5
0

ご
」
0
5
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∠

1
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ツ
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0
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0
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4
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0

3

3
0

1

1
0

1 487

0

Tota1 0 0 0 0 0 0 0 17 65 0 19 103 0 41 80 18 40 47 33 13 11 487

Cumulative　re　roductivit

0．0　0．0　0．0　0．0　0、0　0．0
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0
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1
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Cumulative　re　roductivit

0．0　0，0　0．0　0．0　0．0　0．0

0．0　0．0　0．0　0．0　0，0　α0 0
0
0
0
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0
0
0

6．6　　　9．2　　　0．0　　　4．4

6．6　　　15．8　　　15．8　　　20．2
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Appendix3－2・ Resultofrepr・duc［iontest

　　　　　　　　　　　　　　　Nominal　concentration 10．O　m　L

Time

Counts 1！27　　1！28　　1129　　1130　　1／31 2／1 2／2 213 2！4 2／5 216 2！7 2／8 219 2110 2111 2！12 2！13 2／14 2115 2！16 Tota1
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Appendix3－3・ Resultofrepr・ductiontest
　　　　　　　　　　　　Nominal　concentration： 31．6m
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Appendix3－4・ Resukofreproduc［iontest
　　　　　　　　　　　　　　　Nominalconcentration 100m
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